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(CCBJ会頭からのメッセージ) 
 
 
会員の皆様、 
 
 
先日は在日ブラジル商工会議所と日本ブラジル中央協会の共催による新年会にご参

加いただきありがとうございました。残念ながら私は当日業務上の都合により出席

できず申しわけありませんでした。 
 
今回フェイジョアーダをご用意くださった株式会社ティーエス、イマイ株式会社の

両社、ならびに新年会の成功にご協力いただきました皆様に心より感謝申し上げま

す。 
 
今月号では、大泉日伯センターの髙野祥子代表取締役に在日ブラジル人コミュニテ

ィ30年の歴史と継承語としてのポルトガル語教育の重要性についてご寄稿いただ

きました。 
 
その他にもブラジル全国工業連盟（CNI）が実施したブラジル国内のEコマース利

用者に関する調査や、ブラジルのスタートアップ市場、マナウスフリーゾーンの企

業向け優遇措置に関する記事も掲載されています。 
 
それではよろしくお願いします。 
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(寄稿) 
 
ブラジル人在日30周年に寄せて 
−2つの言葉をあきらめない − 
 
大泉日伯センター  代表取締役 髙野 祥子 
 
 1990年に改正入管法が施行されてから、2020年で30年になる。いまではブラジ

ルタウンとして全国的に知られることとなった群馬県大泉町に住んで、私もはや

30年。その間様々なことがあったが、今となってはあっという間の年月だった。

2019年4月には再び入管法が改正し、同年6月には日本語教育推進法も制定され、

これから日本はますます多くの外国人住民を受け入れることになる。ブラジル人の

30年の歴史を、特に地域と日本の未来を作る主人公である子どもたちの教育に注

目し、25年の教育経験から振り返りたい。 
 
 日本に働きにくる日系ブラジル人とその家族は2008年のリーマンショック前に

ピークを迎え、30万人を超えた。デカセギという言葉がブラジルの辞書にも載る

ほど、多くの日系ブラジル人による「出稼ぎ」は、ブラジルでも広く知られた現象

であった。日本はというと、あまりにも短期間で多くのブラジル人が入国したこと

で、学校現場、役所、地域住民の戸惑いは大きかった。当のブラジル人について

も、当初はどの家族もできるだけ短期間に貯蓄してブラジルに帰国しようと考えて

いたからであろう、子どもたちの教育が後回しになっていたことは否めない。長時

間労動などもあり、日本語を学び損ねた親も多い。そのような中でリーマンショッ

クが起こり、仕事を失った家族は帰国を余儀なくされたのである。2016年から

は、しかし、日本の労働力不足やブラジルの景気後退もあり、再びブラジル人の入

国は増え、2019年6月現在その数は20万人を超えている。永住者はおよそ6割、幼

少時に来日したり日本語で生まれたりした子どもも、既に自分の子を持つ世代にな

っている。 
 
【日本語を身につけて欲しいけれど】 
 もともとブラジル人の大人への日本語教育の必要性を感じて始めた教室であった

が、日本の学校に馴染めない子どもたちの状況を見かねて1996年にブラジル人学

校「日伯学園」を大泉町に設立した。帰国を考えている親から子どもたちにポルト

ガル語を教えて欲しいと言う要望があったことも、学校設立のきっかけとなった。

紆余曲折はあったものの、今でも就学前から高校までの課程でおよそ120人が学ん

でいる。日伯学園はブラジル政府認可校としてポルトガル語で教える正規の学校だ

が、数年前から、日本の学校に通う子どもたちに向けた継承ポルトガル語コースを

再開した（生徒数と資金不足によって一度閉鎖していた）。ところが、バイリンガ

ルを育てようと意気込んで再開したこのコースに通って来る子どもたちに必要だっ

たのは、日本語学習であり、学校に通えるだけの自信をつけさせることだった。外

国につながる子どもたちを受け入れ始めて30年経つ公立学校でも、日本語を教え

きることはかくも難しいのか・・・。  
 



 

 

 校内サインにポルトガル語が書かれたり、図書室にポルトガル語の本がおかれる

ようになったり、ポルトガル語の通訳や指導助手が配置されたりと、ブラジル人の

集住地にある公立学校は少しずつ子どもたちが学びやすい環境を整えていったよう

に思える。日本の学校にはびこるイジメがなくなることはないが、一方でブラジル

人のクラスメイトと机を並べて学ぶことを当たり前と思ってくれる仲間も増えた。

ただ、30年の年月は外国につながる子どもたちへの対応が進んでいる地域とそう

でない地域の格差を広げているように思える。ここ数年、子どもたちの多国籍化や

多言語化は急速に進んでいる。公立学校も、常に難題に直面し続けその解決を迫ら

れ続けた30年だったのかもしれない。 
 
 助けを求めて来るブラジル人親子に今、最も必要な教育を考えて支えていく。ブ

ラジル人の子どもたちが持つプラスの面を伸ばしてあげること、彼らが日本でもブ

ラジルでもどこでも自信を持って生きていけるようにするためにできることは何

か。悩みながらもブレない答えは「日本語もポルトガル語も」との、私自身が大切

にしてきた原点であった。 
 
【ポルトガル語の継承も大切に】 
 ポルトガル語で授業をする日伯学園であるが、設立当初から日本語教育にどこよ

りも力を入れてきた。日本に住み続けることになっても、社会に飛び立てる人材を

育てたかったからである。多くの人の支えもあり、今では毎年日本の大学への進学

者を出せるようになった。日本語は将来を開く大切な武器になる。そしてポルトガ

ル語もしかり。 
 
 ブラジル人コミュニティには、子どもがポルトガル語を話せず親が日本語を学べ

ず意思疎通が難しく親子間のコミュニケーションが取りづらい家族が多くいる。家

族をことのほか大切にするブラジル人にとって、これほど寂しく悲しいことはな

い。バイリンガルに育つ素養のある子どもたちがポルトガル語を全く話せなくなっ

てしまうことの損失は、個人にとっても社会にとっても大きい。自分のルーツに誇

りを持って生きて行くことは、自分の才能を開花させるためにも、社会に居場所を

得るためにも大切だ。ましてやポルトガル語は、ブラジルだけでなくこれから最も

成長が見込まれるアフリカ諸国（アンゴラやモザンビークなど）にもつながる言語

であり、大きなポテンシャルを持っている。スペイン語やイタリア語などをはじめ

とする西洋言語も学びやすくなる。 
 
 今、通訳や研究者、法律のスペシャリスト、教員など、在日ブラジル人第二世代

の活躍には目を見張るものがある。その多くがブラジルにルーツがあること、バイ

リンガルであることを誇りとして、ブラジル人コミュニティや自分の後に続く子ど

もたちのために役立ちたいとの高い志を持っている。先に紹介した「日本語教育推

進法」にも、年少者には「家庭における教育等において使用される言語」に配慮し

ながら日本語を教えるよう明記されている。社会も母語継承語の重要性をようやく

認識し始めた。ここで改めてブラジル人の親御さんたちに伝えたい。自分が自信の

ある言葉で、ポルトガル語で子育てして良いのです。子どもたちには、日本語も、

そしてポルトガル語もプレゼントしてあげてください。 



 

 

 
CNI Eコマースの利用者調査実施 
 
ブラジル全国工業連盟（CNI）は、ブラジル国内で成長を続けるEコマースの利用

者に関する調査を行いました。ブラジルではインターネットで買い物をする消費者

の数が6年間で倍増しています。調査によると、ネット販売の利用者の世帯収入は

ブラジルの最低賃金の5倍（約5200レアル）で、品目別売上ランキングでは電子機

器がトップとなっています。 
 
詳細はこちら： 
https://noticias.portaldaindustria.com.br/noticias/infografia/infografico-quem-sao-os-
consumidores-da-internet-e-o-que-compram/ 
 
出所：ブラジル全国工業連盟（CNI） 
 
****************************** 
 
 
 
 
世界が注目するブラジルのスタートアップ市場 
 
ブラジルにはテクノロジーを活用したビジネスモデルを展開するスタートアップ企

業が現在約1万3000社あります。小規模ビジネスとしてスタートするこうした会社

の中には、ユニコーン企業（評価額数十億以上の会社）にまで成長するケースもあ

ります。ブラジルのスタートアップ市場は世界的にも注目されています。 
 
動画はこちら：https://www.youtube.com/watch?v=D-w2th5jqQM 
 
出所：TV Brasil 
 
****************************** 
 
マナウスフリーゾーン 
 
マナウスフリーゾーン監督庁（SUFRAMA）は、質の高い人材が集まるマナウス工

業基地（PIM）が設置され、日本を含む各国の様々な企業が進出しているマナウス

フリーゾーンを紹介する動画を制作し公開しています。マナウスフリーゾーンでは

ビジネスに有利な様々な税制優遇措置が受けられ、二輪車や時計、携帯、テレビな

どが生産されています。 
 
動画はこちら：
https://www.youtube.com/watch?v=GYKzkWaMuig&feature=emb_logo 
 
出所：マナウスフリーゾーン監督庁（SUFRAMA） 


